
回答

1 地域連携支援機能 1 共通 1 紹介患者情報のデータベース化ができること

1 1 2 紹介元医療機関への返書作成ができること

1 1 3 紹介患者情報と文書作成機能は連携し、返書管理ができること

1 1 4 電子カルテシステムと連携して入力負荷の軽減ができること

1 2 紹介患者登録機能 1 紹介患者の基本情報等が登録、参照、出力できること

1 2 2 一紹介ごとに、紹介日、紹介元医療機関、診療科、担当医師等の紹介患者情報が作成、編集、参

照、出力できること

1 2 3 全紹介患者が一覧表示できること。また、各項目で検索した結果を一覧表示できること

1 2 4 逆紹介患者の基本情報等が登録、参照、出力できること

1 3 医療機関マスタ 1 コード・施設名・住所・電話番号・FAX番号・診療科・医師・自治体コード・種別・保健所区分を登録

できること

1 3 2 大分類・中分類・小分類の3段階で分類が付与できること

1 3 3 医療機関マスタに任意のキーワードを付与できること

1 3 4 医療機関名・電話番号・住所・医師で前方・部分・後方一致で検索ができること

1 3 5 付与した分類で一覧表示できること

1 3 6 付与したキーワードで該当する施設を一覧表示できること

1 4 地域連携室向け文書機能 1 紹介患者登録情報を元に各種予約票・各種報告書が出力できること

1 4 2 各種予約票および各種報告書は病院が指定するExcelで作成された書式を複数登録ができること

1 4 3 出力時にプレビュー表示・ファイル出力（Excel起動）・プリンタ出力が選択できること

1 4 4 日付を指定して一括で出力できること

1 5 医師向け文書作成機能 1 診療情報提供書および各種報告書が作成できること

1 5 2 起動時に指定された患者に対して登録された紹介元と各紹介元へ作成された文書が一画面で確認

できること

1 5 3 文書選択後、登録されている紹介元が文書の宛先にセットできること。逆紹介の場合は医療機関マス

タより選択できること

1 5 4 作成済の同一文書から流用して文書を作成できること

1 5 5 電子カルテシステムより病名情報・手術情報・処方情報・検査結果情報を取得できること。検査結果

は指定の日付・検査項目のみを絞り込んで取得できること

1 5 6 定型文をテンプレートとして登録できること

1 5 7 必須入力項目を設定し、特定の保存ステータスでアラートを表示できること

1 5 8 特定の職種以外では編集できないよう制御ができること

1 6 返書管理機能 1 各種文書の作成状況および印刷状況は紹介患者一覧および医師向けの患者画面で確認できること

1 6 2 文書の印刷後の進捗（郵送・手渡等）を手動で登録できること

1 6 3 医師は自身が作成（作成中を含む）した文書の一覧を患者を横断して一覧で確認できること

1 6 4 地域連携室は任意の患者氏名・患者ID・記載日・更新日・文書種・診療科・紹介元・紹介先・保存

ステータスを指定して一覧表示できること。また一覧より選択した文書の内容が確認できること

1 7 検索機能 1 すべての管理項目を検索条件に指定して検索ができること

1 7 2 検索条件はAND、ORを任意に組み合わせて指定ができること

1 7 3 検索結果の出力項目を指定ができること

1 7 4 検索結果は、Microsoft社のExcelで加工できる形式でファイル出力できること

1 7 5 検索条件、もしくは検索項目は雛型として保存ができること

1 8 統計機能 1 月別・医療機関別・地区別紹介患者数を出力できること

1 8 2 月別・医療機関別・分類別紹介患者数を出力できること

1 8 3 月別・科別・医療機関別紹介患者数を出力できること

1 8 4 月別・科別・医師別紹介患者数を出力できること

1 8 5 月別・科別・FAX有無別紹介患者数を出力できること

1 8 6 月別・科別・検査有無別紹介患者数を出力できること

1 8 7 日別・科別・紹介患者数を出力できること

1 8 8 月別・医療機関別・地区別逆紹介患者数を出力できること

1 8 9 月別・医療機関別・分類別紹介逆患者数を出力できること

1 8 10 月別・科別・医療機関別逆紹介患者数を出力できること

1 8 11 月別・科別・医師別逆紹介患者数を出力できること

1 8 12 日別・科別・逆紹介患者数を出力できること

2 データ移行 1 データ移行 1 既存の地域医療・診療支援システムのデータを、新システムに移行できること

大項目 中項目 小項目
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